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　バーディの主要な作品を通観するとき，そこに登場する人物は，patience
のシンボルのcountry　menと，　vanityのそれとに分類されよう。前者に属す
る典型的なものを二，三あげればそれはUnder　the　Greenwood　TreeのDick
Dewy，　Far　from　the　Madding　CrowdのGabriel　Oak，　The　Return　of　the
NativeのClym　Yeobright，　The　WoodlandersのGiles　Winterborneであり，
それらに著しく対照するものとしては，Fancy　Day，　Bathsheba　Everdene，
Eustacia　Vye，　Grace　Melburyがあげられる。このいつれもが女性であること
を見失ってはならない。この図式は1871年のDesperate　Remediesから1897
年のThe　Well・Belovedにいたる十四の長篇に大体あてはまるもので，その
二つのタイプをまず理解することからバーディの文学鑑賞がはじまる。
　先祖代々，農村に生まれ，育ち，そこで生活のための困苦に満ちた労働に鍛
えられて，すべてを黙々と耐えて一生を送る農民。この農民の世界へ外部か
ら，すなわち，産業革命によって興った都市から侵入してきて，教育や社会的
身分で農民を凌いでいても，本質的価値において農民に及ばない都会人。
　ハーディによると，土地とはただ単に人間が生活手段として利用する生活条
件的存在ではない。土地は英国民のバックボーンで，それなくしては英国民自
体の存在さえ考えることができない根本要素である。億万年の長年月の重みと
世の推移にがっしりと耐えている大地の姿は，幾千年をへて変ることのない英
国民のモラルを象徴している。本来，都市は，「周辺の農村生活の補足的存在
で，農村に対比するものではなく」（1）都市は農村の延長，農村生活を完成させ
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る役割を果すべきものである。すなわち，バーディにとって，都市は，それが
いかに歴史的必然性により独立的発展を遂げようとも，本質的には，依然とし
て農村に従属すべきもので，決して，農村の存在を脅やかすものではない。人
は，感覚的に誘われて，都会へ蟻のように集中していっても，そこで魂の真の
平安と休息とを得ることができない。それにひきかえ，農業は人間生活全般の
基盤となる精神生活の根源で，人間がその本質的生活を営むところの，霊的価
値をもつ産業である。
　換言すれば，農業を中心とする農村生活の規準こそ，英国民の広い道徳的性
格の形成に決定的役割を果すものである。
　長年，月にわたる論争の的であった穀物法が1832年に廃」上された。農民保護の
ために設けられたこの法による輸入関税は，ナポレオン戦争を機会に大幅に引
き上げられたが，ナポレオン戦争が終結したあとも引きつづいて，主としてト
ーリー党のメンバーである地主階級の利益を保護することを目的として，一般
国民の抵抗を排して，その高税率は維持された。
　しかし，イギリスが農業国から工業国へと成長発展して行くに伴って，都市
は急速に巨大化し，都市の労働人口も急増し，異常な鉄道施設の競争心にあお
られて鉄道交通機関がこれまた急激に発達してきた。その結果，都市と農村と
の距離がいちじるしく短縮され，イギリスの社会構造と英国民の精神生活に画
期的な変革をもたらした。同時に，都市がもつ生活上の様々な誘惑や，農業労
働者にとって魅力的な高賃銀，十九世紀後半に高まってきた一般労働者の教育
への自覚・（2）前後三回にわたってイギリス農村を襲った不況などの種々な原因
が重なって，それまでは政府の保護貿易政策でかなり豊かだったイギリス農村
はここにひどく荒廃し，農村人口が都市へ向って急速に流入して行った。1870
年頃から1900年頃までの農村人口の減少は特に著しく，この間に常に100万を
こえていた農村人口は70万にまで減少している。さらに，1845～6年のアィル
ランドー帯の農作物の大凶作が契機となって，ここに穀物法がイギリス全体の
経済発展に大きな障害となってきた。すなわち，増大した都市労働人口に与え
なければならない安価な穀物の輸入の必要，Laissez・fairの原理にもとずく経
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済原則の主張，一言にしていえば，保護貿易に対する自由貿易の絶対的必要性
が遂に優先して，1846年に穀物法は廃止された。そのため，農村に対する都市
の勝利が確定して，それ以後は，都市は絶えず農村に侵蝕して行くことを止め
なかった。かてて加えて，永年にわたって静的，伝統的因襲生活を送ってきた
農村に深く内在していた前近代性が，都市の侵入に伴う動揺により，遂次的に
暴露され，この内外の圧迫によって農村が荒廃して行くことはまぬがれなかっ
た。
　終始一貫して，農村を舞台に創作活動を行なったバーディがこの事定を無視
するはずがなく，The　Mayor　of　Casterbridgeはまさにそれを示す彼の意欲作
である。事実，バーディ自身「市長」の序文で穀物法に論及していることは有
名である。この小説は，表面的には，「魂の中で行われる劇的斗争」（3）の悲劇を
代辮するHenchardを主人公とするone－man　storyであり，バーディの世評
高いTess　of　the　D’Urbervillesが環境の悲劇と呼ばれていることに対して，
それの性格の悲劇と言われているが，観点をかえて，農村を代表するHenchard
の運命の推移はそのまま農村自体の宿命と考えられるところから，Farfraeに
代表される都市の侵入の前に敗北し去るHenchardに代表される農村という
パターンを前にして，バーディが詠嘆する心からなるエレジーと考えることも
十分の根拠があるものと思われる。The　Mayor　Qf　Casterbridgeの場合はそれ
が余りに明白であるとしても，ハーディの他の小説のいずれもがその例外でな
く，彼の持つ暗い，救いのほとんど見られない厭生主義的世界観は，都市に侵
蝕されて行く農村という，不可避的圧倒的な事実に裏ずけされている。しか
し，彼は撲手して冷然とそれを見つめて，それ以上に何の関心を示さないとい
う意味でのペシミストではない。この無残な農村の姿を納得の行くまで見つめ
ても，農村生活がイギリス国民のmoral　backboneであるという彼の信念は動
かされなかった。・暗黒で救いのないペシミストハーディという従来の定説は，
それは権威者によっていかに強力に支持されようども，結局は否定されるべき
であろう。バーディ自らも言うように，たとえ，その光が見えるか見えないか
の微光であっても，一筋の将来への希望を感知させる　ameriotistとしてのハ
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一ディをわれわれは否定できない。pessimistとしてのバーディでなく，　ame1－
10rlstとしてのバーディと理解することによって，彼の作品を鑑賞する時に一
本の筋が通る。たとえば，The　Dynastsに表明された「宇宙意思」と，それ
を代表する姿としての自然一Egdon　HeathやHintockの森など一に対す
る解釈には当然さまざまなものがあるが，そのうち代表的なものを挙げれば，
自然は，人間と否とにかかわらず，宇宙に存在するもの一切を完全に支配し，
束縛し〆己れに逆うことを厳然として拒否する。かりにも，逆うことを試みる
ものがあれば，自然はそれを残酷に，無慈悲に，徹底的に迫害して，それが滅
亡しさるまで追求をやめない。1902年2月27日付の彼の手紙に，The　more　we
kngw　of　the　laws　and　nature　of　the　Universe，　the　more　ghastly　a　business
one　pe「ceives　it　to　be（4）とあり・また・Rutlandが述べているように，　Hardy・s
leit　motif　is‘call　no　man　hapPy　while　he　lives’であることと考えあわせる
とハーディの厭世観は確証されたようである。Henchardは荒野の一隅に孤独
の死を遂げ，Tessは，「永遠の支配者がテスを翻弄することを止める」（5）まで
迫害を受けつづけ・Judeは，窓外から室内に流れこんでくる華やかな祭礼の
雰囲気のなかで・誰一入臨終をみとってくれるものなく息を引きとって行く。
この運命は他の小説の主人公に共通のようである。
　しかし実際は，この一見して残忍な宇宙意思は，決してこのように積極的に
人間を迫害する能動的存在ではない。意思を象徴する自然は，John　Holloway
の言うように・‘an　organic　wholeで，それを構成するpartsはいずれもそれ
ぞれの生命をまた個性を所有し・それ自身の気質と力と運命をもつものであ
る。（6）これを示す自然描写は実に豊富であるが，その有名な一つの例だけを次
にあげる。
　　To　dwellers　in　a　wood　almost　every　species　of　tree　has　its　voice　as
　well　as　ist　feature．　At　the　passing　of　the　breeze　the　fir．trees　sob　and
　moan　no　less　distinctly　than　they　rock；the　holly　whistles　as　it　battles
　with　itself；the　ash　hisses　amid　its　quiverings；the　beech　rustles　while
　ist’flat　boughs　rise　and　fall．　And　winter，　which　modifies　the　note　of
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such　trees　as　shed　their　leaves，　does　not　destroy　its　individuality．（7）
　この自然にかこまれている人間は人間だけの生活と世界とを十分な意味で持
つことができないのだ。organicな自然と共存することによってはじめて人間
はその完全な生活を享受できるということをバーディは執拗に説いている。す
なわち，自然が単に人間生活の所与条件でなく，それと自在な融合関係にある
ときにのみ人間にその最善の生活が許されるというWordsworth的な思想に
接近しているのである。1865年の覚書の中でバーディは，……the　natural　wo－
rld　is　neither　benevolent　nor　malicious　but　ethically　neutral．……　it　only
neglects　us．と発言しているが，要するに，人間に対する自然の態度は中立で
あって，人間がこの世界に融合して自足の生活を送ることも，反抗をこころみ
て，そこから脱出を計ることも一応は人の自由である。ただ，人間の真の幸福
は自然から離脱した生活にはありえない。これを説くためにむしろ積極的姿勢
で，自然を離れようとするものへの無残な迫害という手段を取っているのであ
る。それは，Far　from　the　Madding　CrowdのGabriel　Oak一自然の秩序
に順応し，農村生活のすべての苦難を単純に，誠実に，忍耐強く耐えている
一と，The　Return　of　the　NativeのEustacia　Vye一元来，　Queen　of
NightとしてGreat　Heathの象徴としてあるべき立場なのに，周囲をかζむ
荒涼としたHeathの生活にあきたらず，華やかなパリやバドマスの生活に憧
れて，何とかHeathの世界の支配力から逃がれようと努力をする一の二人
の運命を対照させることで十分に理解のつくところである。それでは，バーデ
ィはただ単にlaissez・fairの教義を説いて，そこに止まっているのにすぎない
のか。もしそうならば，バーディの芸術家としての存在は甚だしく稀薄となろ
う。自然は人間に冷淡で，その運命に無関心であると一応は認めても，芸術家
としてのバーディは，なおも，自然がもつ対人間生活の意味を一層追求せざる
をえない。
　人間の不幸は果して自然による人間意思の圧伏だけによるものであろうか。
　「信仰心とも容易に解釈される状態まで昇化した敬虞な」（8）愛，絶体的，自
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己杏定的な愛情に生きるTessが，
　　‘What　makes　you　draw　off　in　that　way，　Tess？’said　he，‘are　yQu
　afraid～’
　　‘Ono，　sir……not　of　outdoor　things；especially　just　now　when　the
　apple－bloomth　is　falling，　and　everything　so　green’．
　　‘But　you　have　your　indoor　fears－eh？’
　　‘Well－yes，　sir．！
　　‘What　of？’
　　‘Icouldn’t　quite　say．’
　　‘The　milk　turning　sour？’
　　‘No。’
　　‘Life　in　general？’
　　‘Yes，　sir．，（9）
　とAngel　clareとかわす短かい会話に含まれているように，彼女をふくめ
て人間生活全体をたえず脅やかしている無気味な力の存在を感じとってはいる
が，彼女はそれでも自分の愛をつらぬこうとする。そしてその結果招来するで
あろう暗い未来を予感しておののいている。この可憐なTessを死へと追いっ
めたものは・果して，宇宙に潜在する意思の迫害だけだろうか。自己に反抗す
るものを抑えてはなさない意思の底冷たい目をわれわれはここでも意識せざる
をえない。だが，その意思の存在は認あながらも，Tessの悲劇的運命の原因は
他にあると言わなければならない。すなわち，それは人間に負わされた生来の
愚かさであり・小胆さである。人間の不幸の多くは，人間が二正しいときに，
正しいことをする」（10）ことを，生れつきの愚鈍と，実行にふみきる胆力の欠亡
のために常に誤まることから生ずる。Tessの不幸の決定的原因は彼女のおか
した過失の告白であるが，かりにもし，彼女がその告白を正しい時機にClare
にしたならば，おそらくは彼女は悲劇的運命をまぬがれ，従ってこの小説も成
立しないことになっただろう。
　彼女の不必要な小心さと，告白すべく選んだ時機が不適当であったために彼
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女は滅亡しなければならない。また，Judeの悲劇は，簡単に言えば社会制度
の不完全によって生じたものである二大筋は，知性と本能を象徴するSueと
Anabellaの間にはさまれたJudeの運命であるが，当時の大学制度や，結婚
制度の法律上の矛盾を鋭くついてこれに抗義したものと解される面が強いこと
は周知の事実である。ヴィクトリア朝の一般思潮に対する抗議という性格から
バーディの作品は極端さをおびて，Egdon　Heathの奇怪な様相に，　Tessの悲
運に，Judeの滅亡にそれぞれ殊更な力点をおいていて，そのため作品の芸術
を損うおそれさえあるが，これは既存の秩序へのプロテストと考えればむしろ
・当然とも言えよう。
　1874年11月，Smith　and　Elder社から二巻本で発刊されたFar　from　the
Madding　Crowdはバーディの四冊目にあたる作品で，14冊の長篇と37の短篇
を出した彼の著作としては勿論初期に属するものだが，すでにバーディの大才
が発揮されていて，以後の全作品に含まれるあらゆる要素が見られる点と，こ
の作品が彼の著作としては珍らしくバランスのよくとれた芸術品であるという
点で再評価される必要がある。
　バーディが連戴ものとしてこれをThe　Cornhill　Magazine｝こ1873年1月か
ら執筆した時期は，彼がかねて相愛の間柄であったMiss　Emma　Lavinia
Giffordとの結婚問題がようやく実現の運びとなり，いわば，バラ色の希望を
抱いて執筆した時期である。従って，他の作品の場合のように，彼の思想を強
く打ち出すために全体に異様な暗さを与えるおそれもなく，また，常時欠点と
して批評家が挙げるChanceどTimeの不自然さが相当に少ない。それは，
あるいは，彼がまだ自立しうる作家としての自信がもてない，自分独自の思想
的主張を強く表出できないためとも考えられるし，そのうえ，1923年の彼の手
紙のなかで，‘Inever　wanted　to　write　prose　novels　at　all．　I　was　forced　to
manufacture　my　novels：circumstances　compelled　me　to　turn　them　out．’（10）
と彼も言っているように，ことによると芸術的衝動と発想によって書いたので
なく，名声や金銭などの世俗的考慮が優先して書かれたもの，従って，一般読
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者にかなり追随している節も見られる。Gabriel　OakとBathsheba　Everdene
が結婚する仕儀になったのも一般読者の声に押されたためと言われている。そ
してそれが作品の芸術性を著しく損じていることは否めない。だが，「群集を離
れて」はバーディを作家として確立させ，彼に将来への見通しを与え，Emma
との結婚を可能にさせ，一般読者に好評を得させたばかりか，
　Only　Tess　surpassed　it，　and　for　sheer　Hardian　quality　I　doubt　whether
even　the　Mayor，　even　Jude，　quite　reaches　the　wonderful　heights　of　this
first　wonder　of　al1（11）とも，また，　Far　from　the　Madding　Crowd　is　the
most　representative　and　balanced　of　the　Wessex　novels．（12）とも後の批評家
によって評価されるにいたった。
　世俗的成功は勿論かならずしも芸術家として優れた価値と一致するものでな
く，Far　from　the　Madding　Crowdは，現代の，精密な近代精神の分析と鋭
い感性への反応に親しんでいる読者には甚だ不足な点が多いかも知れない。し
かし，バーディ文学の本質的価値は，個々の人間の心理や感情の分析にはなく
て，Cecilが‘He　sees　human　as　representatives　of　a　species，　and　in　relation
to　the　ultimate　conditioning　forces　of　their　existence．　His　subject　is　not
man・but　men：his　predicament　in　the　universe’（13）と言っているように，
個々の人間の心理や行為よりも，人間全般のそのpatternを追求し，呈示し
て行くところにある。この意味からもFar　from　the　Madding　Crowdは注目
に価する作品である。
　ヘロインのBathsheba　Everdeneは，　Cytherea，　Fancy　Day，　Elfrideなどそ
れ以前の作品の女主人公連と大ざっぱに言って同系列に属するが，Bathsheba
にいたってはじめてバーディの女性像は浮彫にされ，明確な輪郭を持ち，彼女
の出現を機として，以後，続々とHardian　womenが産みだされる。　The
WoodlandersのGrace　MelburyやThe　Return　of　the　NativesのEustacia
Vyeなどはその典型的な例である。バーディはawriter　of　womenであり，
彼の永遠のテーマは愛で．ある。Duffinが，‘Hardy　is　emphatic　on　the　power
of　flattery　over　women’と言っているように，バーディは徒らなるフェミニ
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ストでなく，女性を真剣に愛すが故に女性の本質を徹底的に見極めようとす
る。（14）彼によると，女性は例外なく虚栄的で，移り気で高慢であり，利已的
で衝動的である。女性の愛情は人間感情というよりは，暗い神秘的な力の発動
であって，それは彼女らが自由にコントロールできるものでないし，また，愛
情だけがこの世で彼女らが所有している，代替不可能な唯一の機会である。
Fancy　Day，　Elfride，　Bathsheba，　Eustacia，　Graceと列挙するとき，彼女らは
その点ではすべて同質的であって，Tess　純愛に生き，崇高なまで昇化した
愛に死んでゆくTessもやはりその例外でない。女性は，人間生活の最後の目
的は人類の維持にあるという動かしがたい事実から，この目的を果すために男
性を誘いこむという本能的衝動が動くままに行為しなければならず，虚栄，移
り気，利己心などは一切その源をここにもっているのである。このなかでも
vanityはバーディが変ることなく力説する女性の本質で，作品群に登場する
ヘロインは例外なくvanityを踏まえて行動をする。
　Tessはタルポセイ酪農場でClareをめぐって他のミルクしぼりの娘達と恋
のさやあてをするときに，娘一般のように嫉妬心を起さずに，ただ，
　Scarce　the　least　feeling　of　jealousy　arose　in　her　breast．　For　that　matter
she　knew　herself　to　have　the　preference．　Being　more　finely　formed，　better
educated，　and　though　the　youngest　except　Retty，　more　woman　than　either，
she　perceived　that　only　the　slightest　ordinary　care　was　necessary　Clare’s
heart　against　these　her　candid　friends．　But　the　question　was，　ought　she
to　do　this？（15）と自問自答する。ただ，「そんなことをする必要があるだろう
か」ということだけが彼女の気懸りだけであって，彼女が女として他の娘に優
越していることには全く疑問をもたない。Clareを自分にひきつけるための僅
かな努力さえ必要かどうかという手続きだけを考えているにすぎない。この見
事とでも言うべきTessの虚栄は，われわれが非難すべき道徳的欠点でなく，
われわれの価値判断をこえた女性本能の表出であり，女性に本質的な愛はこの
本能に基づいている一虚栄は女性の宿命である。
　BathshebaはTessに対称的な初期の作品のヘロインで，　Hardian　women
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を理解する重要な鍵である。開巻早々Bathshebaはawoman　of　vanityで
あることをはっきりと示している。全く不必要なのに，手鏡を取りだして，そ
こに自足の笑顔を写しだし，自分の笑顔に赤面する場面。バーディは念をおし
て・There　was　no　necessity　whatever　for　her　looking　in　the　glass．と不必
要と思われる注を入れている。つづいて，僅か2ペンスの通行料金を出し惜し
んでturnpike－keeperと口論している彼女に代ってOakが払ってやったのに，
彼女の方では，She　might　have　looked　her　thanks　to　Gabriel　on　a　minute
scale，　but　she　did　not　speak　them；more　probably　she　felt　none，．＿．．とい
う有様で，ついにたまりかねたお人好しのOakも，‘But　she　has　her　fault’
とturnpike・keeperに語り，‘Vanity’とつけくわえて独白する。初対面の人に
つくされた親切に対するBathshebaの態度はわれわれには何とも不可解だ
が，第二章の最後の1字VanityがBathshebaの，ひいてはFar　from　the
Madding　Crowdの性格を決めている。この強烈なほど虚栄的誇りの高い女主
人公が，頭上には一つの脈搏で動いている一つの身体のような星辰のまばたく
大空・周囲には微かな風に会堂の聖歌隊の歌のように，うめくように，すすり
泣・くように音を立てている森林という舞台で，女性本能の命ずるままに自らの
運命をたどって行くことになる。彼女が失なった帽子をOakが見つけて渡し
てやったとき，彼の不様さも原因となるが，彼女は散々に，思いのままに彼を
愚弄する。Oakが彼女に求婚して，‘I　shall　do　one　thing　in　this　life－one
thing　certain－that　is，　love　you，　and　long　for　you，　and　keep　wanting　you
till　I　die・’と誠心こめて訴える。それに対して，‘It　won’t　do，　Mr．　Oak．　I
want　somebody　to　tame　me；Iam　too　independent；and　you　would　never
be　able　to，　1　know．（16）と彼女は冷然と言い切ったうえに，‘I　am　better　educated
than　you＿and　I　don・t　love　you　a　bit．’と追い打ちをかける。これですで
に十分にBathshebaの虚栄的，高慢さが打ちだされている。ただ，　Bathsheba
がEustaciaやGraceと異なる重要な点は，　EustaciaやGraceが自然にそむ
き，農村から都会へと脱出をはかったのに対して，Bathshebaは彼女らと同
様に教育や身分に誇りを持ちながら，生活の基盤である農業に終始真剣に従事
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し，農業経営に積極的な姿勢を示していることである。すなわち，自然に反抗
し，自らを破滅させる他のヘロインとは，この自然への定着という点ではっき
りと一線を劃している。農業はBathshebaの最後の救いであって，かりに
Oakと結婚しなくても，農業という大地への祈りのうちに彼女の魂は救われ
たことであろう。これが，Far　from　the　Madding　Crowdがバランスの取れ
た作品となる有力な理由の一つであり，Bathshebaが極端な運命にならずにす
んだ原因は前述のように，Emmaとの結婚，作家として一本立ちへの自信の
不足などが考えられる。
　Bathshebaの悲劇は，性格の悲劇とか，環境の悲劇とか明白な分類が可能な
ものでなく，夫の誤った選択という，むしろ単純でありふれた過失による悲劇
のようである。虚栄という人間生来の愚鈍さによる愚行に原因をもつ悲劇であ
る。Bathshebaがどんな美質を持っていても，ただ，　Troyを夫にえらんだと
いう一つの愚行によってすべて消去されてしまう。
　Troyは都会の代表としてOakに対比的存在である。バーディの作品は，
かなり明白な対比的図式を描く登場人物を持ちだすところに特色がある。Bat－
hshebaをはさんでTroyとOak，　Boldwood，　EustaciaをなかにClymと
Wildeve，　GraceをめぐってWinterborneとFitzpiers。
　Troyは真鋳と赤衣に身を装い，軍刀と拍車に身をかためた華やかな，都会
的浅薄さの代表，すなわち，少しばかり教育があり，女性に人気があって，賭
博に夢中になる人間で，自己中心的な善良さを具えていて，性的的魅力のある
人物である。もともと，大地の生活には全く無関心で，農村に侵入し，‘Queen
of　the　Corn－market’たるBathshebaを瞬時にして奪い去りながら，依然と
して根無し草の生活を送り，農業に一顧の注意も払わない。Troyは農業を無
視することで，自然の意思によって破滅する。
　一方，地方のFarmer　Gentlemanとして農民の尊敬を受けて，平穏着実な
生活を送っていた中年のBoldwoodは，その外面上の平静さに反して，実際
は，内部に激しい感情を潜ませていて，それがいつ爆発するとも知れない。わ
ずかに農業という堅実な労働によってバランスがとれていた。つまり，農業に
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専念している限りは尊敬すべき紳士としてWeatherburyに安住できたのであ
る。その彼がBathshebaの不可解な虚栄心と気紛れな行為に刺戟され，精神的
バランスがくずれる。Casterbridge市の小麦市場にBathshebaがはじめて姿
をあらわして小麦の取り引きをしたとき，女性のbusinessは珍らしく，忽ち
人々の視線が彼女に集中した。1人を除いてすべての男達の。その1人，彼女
からみれば，Bbthsheba　was　conscious　of　a　black　sheep　among　the　flock（16）
であるBoldwoodは彼女には何とも我慢がならない。そこでSt．　Valentine
Dayに，ほんの気紛れと，自分の虚栄心を市場で傷つけられたその復讐から
一それも，彼女の女としての魅力を誇示するため，あるいは，その自信の裏
付けを確認するため一　Boldwood宛に手紙を送り，封のところに，‘Marry
Me’と書いた。‘Capita1！”T　would　upset　the　solemnity　of　a　parson　and　clerk
too’（17）と叫んで。この手紙がBoldwoodの感情を激発させ，遂に彼はTroy
を射殺し，自分も刑死する悲惨な運命をたどることになる。これも，農業とい
う大地の生活を怠って，Weatherburyにとっては外部からの侵入者とも言え
るBathsheba一彼女は叔父の遺産を継いでPuddletonの農場を営んだバー
ディの叔母をモデルにしたと言われる　　の容姿と教育のある才智にひかれて
いたBoldwoodに対する自然の意思の迫害とも考えられる。
　財産も，教育も，実務の才もあって，通常は落着いて適確な判断を下す資質
をそなえているBathshebaが，　Qak，　Boldwoodと，男性のmoral　qualities
－一E耐，寛容，勇気，勤勉，それに女性に対する捨身の愛情，一をそなえ
ている二人の男性が身近かに侍しているのに，一体何故に，軽薄そのものの
Troyに，反省も判断も下すまもなく，身も心もあっというまにさらわれてし
まったのか。女としての虚栄心を満たしてくれる華美な，都会的なものにひか
れて行ったことの裏返しとして彼女の性の問題をここであげる必要があろう。
atheme　of　lQve信バーディの不断のテーマだが，それは要するに男と女との
間の性の争いであって，Laurenceがバーディの作品に関心をよせたのも，時
代と思想や作家気質などに差があるにもかかわらず，sexを中心とする二人の
関心に共通するものがあるからであろう。
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　Bathshebaは，‘I　want　somebody　to　tame　me；Iam　too　independent；＿．．’
と叫び，これを満たしてくれるものを一途に求める。これをしづめてくれる男
性以外の男は彼女の目に入らない。大嵐の中で1人勇敢に働らくほどのenergy
とたくましい筋力をもちながら，彼女の前では唯うなだれて黙々としている
Oak。結婚申しこみをしながら，ただの一言も「貴女は美しい」と敢えて言え
ないBoldwood。彼らは，性そのものとも言えるTroyの敵ではない。美々し
い軍装に男性的魅力を誇って，接近してくる女性を素速く餌食にするTroy
で，Fanny　Robinはその傷ましい犠牲者の1人だが，この男性そのものの
TroyとBathshebaとの初対面のシーンは印象的である。　’　・
　寝る前に農場を見廻ることにしている彼女は，ある夜のこと，普段のように
見廻って帰る途中，暗闇のなかで不意にスカートを何物かによって地面にぬい
つけられて，彼女は危うく転倒するところだった。犯人はTroyのつけてい
た拍車で，この拍車にスカートがぬいつけられたことによってはじめて二人が
対面するのは暗示的である。Carpenterも，‘＿＿the　dress　is　to　a　woman
not　merely　a　piece　of　clothing　but　an　extention　of　her　personality’（18）と
言っているが，場合によってはpersonalityは明白にbodyと書きかえられよ
う。Bathshebeは，　sexuallyにaggressiveなTroyと，　sexを通じて結びつ
くことが，当初の出会いからすでに示されていて，彼女が彼により，sexually
にtameされdominateされ，性的に解放されて鎮められることが，終極的
にOakと結婚する前提条件となっている。　The　Hollowにおける二度目の出
会いの場面は一層象徴的である。Troyは，脅やかすような剣光をきらめかせ
て，　然と立ちすくんでいるBathshebaに剣技を見せる。　He　flourished　the
sword＿＿the　point　and　blade　of　its　sword　were　darting　with　a　gleam
towards　her　left　side，　just　above　her　hip＿＿
　In　an　instant　the　atmosphere　was　transformed　to　Bathsheba’s　eyes．　Beam
of　light　caught　from　the　low　sun’s　rays，　above，　around，　in　front　and　heaven
－all　emitted　in　the　marvellous　evolutions　of　Troy’s　reflecting　blade，
which　seemed　everywhere　at　once，　and　yet　nowhere　specially．＿＿In　short，
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she　was　enclosed　in　a　firmament　of　light，　and　of　sharp　hisses，　resembling
asky・full　of　meteors　close　at　hand．＿＿
　She　saw　the　point　glisten　towards　her　bosom，　and　seemingly　enter　it．．．＿
　この場面はひどくeroticである。これが当時のVictorian　decensyの限界
であろう。Bathshebaは攻撃的姿勢をとりつづける剣尖の前に，無力に，むし
ろ慌惚として立っている。しかし，sexは衝動的で，持続的でない。彼女も一
度は平静にかえって彼と絶縁する決心をし，夜にまぎれてTroyのいるBath
へ馬を走らせるが，ここでも女の虚栄本能が彼女の理性を失わさせる。
　……10ve，　life，　everything　human，　seemed　small　and　trifling＿＿のような
激しい雷鳴のなかで，彼女はOakに向って，自分とTroyとがBathで式
をあげたいきさつを訴える。
　Well，　I　was　alone　in　a　strange　city，　and　the　horse　was　lame．．＿．．Isaw，
when　it　was　too　late，　that　scandal　might　seize　hold　of　me　for　meeting
．him　alone　in　that　way．　But　I　was　cominy　away，　when　he　suddenly　said
he　had　that　day　seen　a　woman　more　beautiful　than　I，　and　that　his
constancy　could　not　be　counted　on　unless　I　at　once　became　his，．＿．And
then，　between　jealousy　and　distraction，　I　married　him！（18）
　女性に対する何という侮辱的な言葉か。それに対するあの意思の強い誇り高
い彼女の信じがたいほどの軽率な反応。虚栄本能と性的本能とがBathsheba
を駆り立て，その前には教育も常識も全く無力化する。彼女はそれに対する罪
を免れない。罪をうけてはじめて再び大地の世界に生活を見出すことが許され
る。この点，Queen　of　NightのEustaciaが滅亡するまであくまでも自分の
意思をつらぬき通したのと較べ，Bathshebaの贈罪はFar　from　the　Madd・
ing　Crowdを評判作にした円満な作品としたと同時にその反面，悲劇性が稀薄
となり，バーディ固有の思想の深化も不十分で，ハーディ文学愛好者にはいさ
さか不満足な作品と見えるかも知れない。しかし，この作品には，ハーディが
一生を通して言わんと欲したすべての分子を含み，彼の大才がこの作品ではじ
めて美事に結実したものと考えられるので，初期の習作と簡単に見逃がしては
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ならないと思う。
注
））））））））））））））））））???????????????（（（（（（〈（（（〈（（??（（〈The　Mayor　of　Casterbridge，　chap．　IX　p．65
1rving　Howe：Thomas　Hardy　p．135～6
H．C。　Duffin：Thomas　Hardy
W：R．Rutland：Thomas　Hardy　p．17
Tess　of　the　D’Urbervilles：The　Fulfilment
Irving　Howe：Thomas　Hardy　p．22　　　’
Under　the　Greenwood　Tree：The　Opening　Paragraph
P．Braybrooke：Thomas　Hardy　and　His　Philosophy
Tess　of　the　D’Urbervilles：Phase　the　Third，　the　RaUy
C．J．　Weber：Hardy　of　Wessex　p．64
H．C．　Dnffin：Thomas　Hardy　p．9～10
RC．　Carpenter：Thomas　Hardy　p．82
David　Cecil：Hardy　the　Novelist　p．19　　　　層
T．Hardy：Preface　to　Late　Lyrics
Tess　of　the　D’Urbervilles：Phase　the　Third，　The　R田ly
Far　from　the　Madding　Crowd：chap．　XII　Farmers
孟bid：chap．　XII　The　Valentine
ibid：chap．　XXXVII　The　Two　Together
b
一38一
